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重要業績評価指標（KPI） 基準値（2017） 目標値（2024）
高齢者の運動サロン等への参加人数［年度］
※住民主体の運動サロン（1回 1時間以上）に週 1回以上参加 107 人 3,000 人

地域支え合い活動を行っている市民団体数	［各年度 3月末現在］ 179 団体 250 団体

生活困窮者
自立支援の充実

包括的相談
支援体制の構築

認知症施策の充実

障がい者・
障がい児福祉

の充実
■ �　身近な生活圏において、市民が主体的に地域

課題を把握し、解決を試みることができる支え合
いの地域づくりを進めます。

■ �　複合化・複雑化する様々な相談等を包括的に
受け止める相談体制を構築し、誰もが安心して暮
らせる総合的な支援を図ります。

■ �　障害のある人が、自らの能力を最大限発揮し、
自己実現できるよう支援します。

■ �　2025 年問題にも対応していけるよう、認知症
施策の推進や在宅医療と介護の連携を図り、高齢
者が充実した生活を送ることができるよう支援し
ます。

在宅医療と
介護の連携 介護サービスの提供

成年後見制度の
利用促進

基本施策① 地域福祉の充実

基 本 目 標

��

ともに支えあい、いきいきと暮らせるまち
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重要業績評価指標（KPI） 基準値 目標値（2024）

介護認定率［各年度 3月末現在］ 20.4%
（2017） 18.5%

スポーツ実施率［市民意識調査］
※成人が週 1回以上実施

39.9%
（2015） 65%

生涯学習講座等参加者数［年度］ 2,445 人
（2017） 2,500 人

高齢者の運動サロン等への参加人数（再掲）［年度］
※住民主体の運動サロン（1回1時間以上）に週1回以上参加

107 人
（2017） 3,000 人

競技スポーツの推進

市民文化の振興

スポーツ環境
づくりの推進

健康寿命の延伸

鹿屋体育大学
と連携した
地域活性化

生涯学習・
社会教育の

推進

■ �　ライフステージに応じたスポーツ活動の促進や
「する」「みる」「ささえる」スポーツ活動の推進
に取り組みます。

■ �　新たな生涯学習基本構想を策定し、生涯学習
環境の充実に努めます。

■ �　豊かな人間性を育む心の教育を進めるため、学
校・家庭・地域が一体となった社会教育の充実に
努めます。

■ �　鹿屋市民族館などの国際交流資源を活用して、
誰もが住みやすい環境づくりや人材育成などに努
めます。

■ �　伝統芸能の保存・継承に向けた広報・啓発活
動の推進に努め、保存・継承活動を通じた市民の
ふれあいの場の提供に努め、伝統文化への理解を
深めます。

■ �　市民の健康に関連する 7 つの領域について、
数値目標とスローガンを掲げて健康づくりに取り
組みます。

国際交流の推進

介護予防の
推進と高齢者の
生きがいづくり

生涯スポーツの推進

基本施策③ 共生協働・コミュニティ活動の推進

基本施策② 健康づくり・生きがいづくりの推進

重要業績評価指標（KPI） 基準値 目標値（2024）
社会全体において男女が「平等である」と感じる人の割合
	 ［市民意識調査］

14.9%
（2017） 20.0%

町内会加入率［各年 4月 1日現在］ 72.2%
（2018） 73.0%

地域支え合い活動を行っている市民団体数（再掲）
［各年度 3月末現在］

179 団体
（2017） 250 団体

人権の尊重と
男女共同参画

の推進

地域コミュニティ
の構築・充実

■ �　人権教育・啓発活動について関係機関との連携
を図り、互いの人権を尊重し合う平和な社会の実
現に取り組みます。

■ �　市民に最も身近な町内会活動の活性化や地域
の課題を解決するためのコミュニティ協議会の設
立等を推進し、共生・協働によるまちづくりを目
指します。

地域支援体制の充実



第２次鹿屋市総合計画 概要版

15  

海外 

国内 

ICT で電子台帳と
各種センサ（活動
量・体温）を連動
発情や出産兆候、
異常等をスマホ等
で把握し、個体及
び群管理に利用

ロボット技術を活用
した農薬散布

省力化・効率化

新たな担い手が
参入しやすい
環境を整備

「やってみたい仕事ができるまち」の取組イメージ 

地域に根ざした新産業構造の構築

⑸ 次世代農業の推進

⑴ 水利用による
　 高収益作物の生産

◦�畑地かんがい事業の通水効果を生か
した高収益・新規作物の生産振興

⑵ 農地の有効利用 ◦輪作体系の確立による農地の有効利用
◦耕作放棄地の活用

⑷ �食品流通の川中・
川下の要望への
対応

◦�大ロットや定品質、多様な加工（カッ
ト等）
◦�国内外の消費地に求められる生産物

等の出荷体制構築のコーディネート
　⃝冷凍・冷蔵倉庫の整備促進
　⃝�効率的・効果的な輸送システム
の確立促進

⑶ ��地 域 6 次 産 業 化
の推進

◦�大隅加工技術研究センターや野菜・
食肉加工施設等の有効活用

◦�地域の関係者が専門分野の役割を
担う 6 次産業化の推進

◦�これらの取組を通じた法人化等による大規模化

熟練農家の技術
をデータで蓄積

農業の精密化
高品質生産

日射量 ･ 温度 ･ 湿
度などに対応し
た施設内環境の
自動管理やデー
タの蓄積

販路の
開拓・拡大

生産性
の向上

1 時代に対応できる農林水産業の高付加価値化
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2 地域特性を生かした企業立地促進による雇用の創出

【地域特性】

新たな工業団地の整備

高校生など、若年者の雇用

UI ターン者の受け皿
定住の促進

■企業誘致による新たな雇用の場の創出
■商工業の振興や起業・創業の促進等に
　よる地域産業の活性化

● 地域の特性・特徴を踏まえた地域産業を牽引する企業の誘致
　・農林水産業関連企業（食品製造・加工業）
　・スポーツ・健康関連企業　　など

● 物の集積・物流機能の確保
　・民間事業者との連携

全国トップクラスの
産出額を誇る農林水産業

・「スポーツのまち　かのや」
・�鹿屋体育大学や県民健康プラザ

などの優れたスポーツ関連施設
の集積
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グリーンツーリズム
・�農林漁家民宿開業へ
の支援
・�民泊による修学旅行
の受入拡大
・�農林漁業体験プログ
ラムの充実

美しい海岸線
・�海岸線に点在する資
源（ユクサおおすみ
海の学校、荒平天神
等）の活用
・�マリンスポーツの推
進
・�霧島ヶ丘公園との
ネットワーク化

戦争遺跡
・�平和学習ガイドの活
用と養成
・�旧海軍特別攻撃隊に
ゆかりのある自治体
間の連携

登山・トレッキング
・�登山環境の整備
  （高隈山、吾平中岳等）
・�登山ガイドの活用と
養成

スポーツ合宿
・大会の推進

・�スポーツコミッショ
ンや鹿屋体育大学と
連携した合宿誘致
・�おもてなし体制の構
築
・�トップアスリートに
よる教室の実施

自転車による
まちづくり

・���C
シエル

ielB
ブ ル ー

leu鹿屋との連
携強化

・��サイクリストにやさ
しい環境づくり
・��サイクルイベント実施

・誘客やおもてなしの推進
【鹿屋市開催種目】
バレーボール（成年女子）、自転車競技（ロード）、
ボート、スポー�ツウエルネス吹矢（デモンストレー

ション）、バレーボール（精神障害）

「いつでも訪れやすいまち」の取組イメージ 

交流人口増加による地域活性化

鹿屋市

曽於市

垂水市
志布志市

大崎町

東串良町

肝付町

錦江町

南大隅町

－ 大隅地域が一体となった誘客（観光）の推進 －

鹿屋市の役割
・観光プロモーションの実施
・観光施設等の整備、魅力向上
・各種支援制度の構築

（株）おおすみ観光未来会議を
中心とした広域観光の推進
・多様な関係者との合意形成
・マーケティング調査・分析
・観光ルートの開発・商品化
・情報発信とプロモーション

－ 地域資源活用型 － － スポーツ活用型 －

「東京オリンピック・パラリンピック」
ホストタウンによる交流推進
・相手国とのスポーツ交流の推進
・相手国からのインバウンドの促進

飲食・グルメ

歴史・文化
観光・体験

賑わいと経済効果を
生む地域づくり

「かごしま国体・かごし
ま大会」による活性化
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ALT による英語授業

鹿屋寺子屋での体験活動

「子育てしやすいまち」の取組イメージ 

未来を担う人材育成のための環境づくり

鹿屋女子高等学校の活性化
 ～ 鹿屋女子高等学校みらい

創造プランの推進～

・�総合選択制の導入により、学科の枠を
越え、希望する授業の選択

・�地域のプロが講師となり、専門的な知
識や技術を指導

　1 多様な進路の実現
・�快適で居心地の良い学習環境や設備、機

能的で魅力ある新校舎の建設
・地域と連携した部活動の充実と強化
・�大隅地域内外からの入学希望者の受入

支援

　4 キャンパスライフの充実

・��イベントへの参加や販売実習などを通
じた地域との連携

・�地域でのイベント開催により、自らの
学びを還元し、地域貢献の意義を学習

　3 地域連携と貢献

・���県内高校トップクラスの ICT 教育環境
の整備

・�ALT 配置による実用的な英会話教育の
推進

　2 特色ある活動の実践

・��SNS の活用やホームページのリニュー
アルなどによる積極的な魅力発信

・小中学校と連携したイベントの推進

　5 親しまれる学校づくり

未来を担う心豊かでたくましい人づくり

・�学習の基盤づくりの推進
・英語教育の推進
・教職員の指導力の向上
・小中連携・一貫教育の推進
・鹿屋体育大学と連携した取組の推進

学力・体力の向上

・�保護者や地域住民と連携した取組
の推進（地域学校協働活動）

・読書活動の推進
・郷土の特色を生かした教育の推進

社会教育・家庭教育の充実 教育環境の整備

児童 ･ 生徒の学力の向上

・�「主体的・対話的で深い学び」
の視点による授業づくり

・�研究成果を地域に波及させ
るための他校教員との連携

・�授業公開による教師の学び
合いの推進
鹿児島県総合教育センター
研究提携校を中核とした取組

・�ICT 教育の充実
・学校規模適正化の推進
・学校施設老朽化対策の推進

・（仮称）北部学校給食センターの整備
・空調設備の整備　など

教職員の資質・能力の向上
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点
【拠　点】

・�中心市街地や周辺地域に必要な都市
機能や生活機能が集約した地区

・�観光や産業等、地域の特性を生かし
た地区

線
【連携軸】

・�拠点と拠点との交通を効果的に連携
させる軸

面
【ゾーン】

・�多くの人が集まる都市的なゾーンや
豊かな自然環境、営農環境を保全・
活用するゾーン等、土地利用のあり
方を示すおおまかな区分

「未来につながる住みよいまち」の取組イメージ 

多極ネットワーク型コンパクトシティの推進
　多極ネットワーク型コンパクトシティの実現にあたっては、都市構造を
構成する要素（点・線・面）を組み合わせて、グランドデザインを描きます。

【将来都市構造イメージ】

鹿屋市の将来都市構造図

【中心拠点】
■�寿・西原地域を含む中心市街地
■�行政施設や商業・業務施設、教育・文化

施設、医療施設、福祉施設等の都市機能
が集積し、市全体の生活を支える拠点

【地域拠点】
■�輝北・串良・吾平の各総合支所、高

隈・大姶良・高須・花岡の各出張所
の周辺

■�各地域の中心として身近な生活を支
える生活利便施設が集積し、周辺の
生活拠点や集落の生活を支える拠点

【生活拠点】
■�市成出張所や田崎・野里・祓川・

東原・細山田・大黒・上小原・
下名・西俣・南・鶴峰の各小
学校等の周辺

■�主に集落の中心として生活に
必要な食料品店、郵便局、公
民館等の生活利便施設が集積
し、周辺の集落の生活を支え
る拠点

ゾーン

連携軸

拠点
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「ともに支えあい、いきいきと暮らせるまち」の取組イメージ 

ひとり 1 スポーツ 1 文化活動の推進
すべての市民が気軽に取り組める

スポーツ・文化活動の環境づくり

【既存】
スポーツ
関係施設 スポーツ

交流施設
スポーツ施設

運動施設

すべての市民がスポーツ・文化活動
に関わる機運の醸成

ひとが元気 !
まちが元気 !

「未来につながる
健康都市　かのや」

市民の
生きがいづくり

健康寿命の延伸

する みる ささえる

いつでも

スポーツ 文　化

どこでも だれでも

　スポーツや文化活動を通じて、市民が健康で豊かな生活を送り、ライフステージに
応じた多様かつ自主的な活動が行える環境づくりに取り組みます。

鹿屋体育大
学や各種競
技団体との
連携

総合型地域
スポーツク
ラブの充実

各種文化団
体との連携

学習講座等
の充実

スポーツ・文化活動のための総合的なサポート

スポーツ関係施設再配置計画の推進

スポーツ交流施設：県レベルの大会が開催され、
広域的な使用が行われる高規格・大規模施設
スポーツ施設：市内大会等が開催され、地域のス
ポーツの拠点となる施設
運動施設：手軽にスポーツや運動、レクリエー
ションに使用される身近な施設
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市政運営と計画の推進

　厳しい社会情勢にあっても、世代間負担の公平性・平準化を図りながら、経営的な視点によ
る更なる行財政改革の推進や時代に即した簡素で効率的な組織機構の整備などを一層推進さ
せ、安定した市政運営を図ります。

1	 効率的・効果的な行政サービスの提供
①　行財政改革の推進
②　デジタル・ガバメントの推進
③　マイナンバー制度の推進
④　AI 等の導入

3	 財源確保のための取組
①　収納方法の利便性向上
②　市税等の徴収率の維持向上
③　ふるさと納税の推進
④　施設使用料の見直し
⑤　新たな財源の確保

2	 健全な財政運営
①　事業の選択と集中
②　地方債残高の縮減
③　積立基金の確保

4	 公共施設マネジメントの推進
①　アクションプランの整備・運用
②　公共施設マネジメントの適切な推進

5	 広域行政の推進
①　大隅地域における広域行政の充実・強化
②　都市間交流の推進
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9	 SDGs 達成に向けた取組の推進

7	 わかりやすい情報提供
①　電子媒体を活用した市政情報の発信力強化
②　あらゆる世代にわかりやすい広報づくり
③　市民の声を市政に反映

6	 市職員の人材育成の推進
①　職員の資質及び能力の向上
②　組織力向上に向けた、より良い人材の確保と適正な人員配置
③　人を育てる環境づくり

8	 計画の効果検証と改善
①　PDCA サイクルによる検証と改善
②　内部評価と外部評価

PDCA サイクルのイメージ 

①　計画の作成（Plan）

②　実施と運用（Do）

③　評価と検証（Check）

④　改善の実施（Action）

P

DA

C

P

DA

C

P

DA

C

P

DA

C
単年度

単年度
単年度

単年度

【毎年度】
効果検証　　　次の施策展開へ

検証結果を基に改善
（やりっ放しにしない）




